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特別損失（減損損失）の計上及び業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は下記のとおり特別損失を計上するとともに、最近の業績動向を踏まえ、平成 27年 10月 30日に公表し

た業績予想を下記のとおり修正いたします。 

 

記 

 

１．特別損失（減損損失）の計上について 

当社及び当社グループが保有する固定資産について、「固定資産の減損に係る会計基準」に基づき、その

収益性などを総合的に検討した結果、平成 27年 12月期第４四半期において減損損失 867百万円を特別損失

に計上いたします。なお、既に計上しております平成 27年 12月期第３四半期累計期間の減損損失計上額を

含めた、当連結会計年度における減損損失計上額は 993百万円となります。 

 

２．通期連結業績予想数値の修正（平成 27年１月１日～平成 27年 12月 31日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
１ 株 当 た り 

当 期 純 利 益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 135,500 △3,400 △1,990 △3,240 △65.94 

今回修正予想（Ｂ） 134,321 △3,437 △2,540 △5,307 △108.03 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △1,178 △37 △550 △2,067  

増 減 率（ ％ ） △0.9 － － －  

（参考）前期連結実績 

（平成 26 年 12 月期） 
142,526 3,088 3,549 1,798 41.52 

 

３．修正の理由 

売上高につきましては、第４四半期に通信販売事業において暖冬の影響による冬物衣料、冬物インテリア

の不振により予想より減少いたしました。利益面につきましては、営業損失はセール販売の増加や在庫適正

化による商品在庫処分の増加による売上総利益の減少はあったものの、販売管理費の削減によりほぼ前回予

想通りとなりました。また経常損失は持分法による投資利益の減少などにより 25億 40百万円、当期純損失

は、上記減損損失や特別退職金の計上、また繰延税金資産の取り崩し等もあり 53億７百万円となる見通しで

す。 

 

 

(注)業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したもので 

あり、実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

 

以 上 


